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子 1）、木下　恵理子 1）、大辻　純 1）、小林　美香子 2）
【目的】当院では平成 20 年度より医師事務作業補助者（以下、メディ
カルアシスタント＝ MA）の配置を開始し、現在の MA 数は 44 名
である（正職員 26 名、臨時職員 3 名、派遣職員 15 名）。当院の正
職員 MA の特徴は、勤務経験の長い看護助手からの職種変更であ
る。MA は 27 診療科部に配置されており、複数配置科は 13 科であ
る。複数配置科については、基本的に正職員 1 名と派遣あるいは臨
時職員 1 名の構成になっており、正職員 MA が指導者役割を担う
必要が出てきた。そこで、MA 指導者養成研修のための研修会を初
めて開催したので報告する。
【研修の概要】1. 開催日時：平成 26 年 5 月 9 日（金）16：00 ～
18：00、2. 参加者：正職員 MA17 名。平均勤務年数 26.3 ± 3.7 年。
平均 MA 経験年数 4.8 ± 0.8 年。3．研修目的：当院の MA として





























の教育や業務の支援の役割を担うことになった。　2012 年 10 月～









































1 回の勉強会以外に、週 1 回の朝テストや始業前・始業後にマンツー
マン指導等を行った。




























【方法】2 期生 25 名も初年度同様、約 8 ヵ月間にわたりプロのコー
チから直接コーチングを受け、他業種・他職種が集う週 1 回の電話
会議を通してコーチング理論やスキルを体系的に学習。その 25 名
から間接的にコーチを受けるステークホルダー ( ＳＨ ) 各 5 名の計
150 名がプログラムに参加。また、コーチ認定資格を取得した 1 期
生 24 名が 72 名のＳＨと、リーダーシップ研修の参加者 64 名にも
実施。全体で 310 名が日常業務の中でコーチングを実践した。
【結果】2 期生のコーチング実施前後のアセスメントでは、1 期生同
様全ての項目で上昇。総合評価 (7 段階 ) では、本人評価が 4.6 から 5.0









延べ 463 名もの職員 ( 全体の 25％ ) が各職場でコーチングを実践し
たことにより、職員も職場も徐々にではあるが着実に変化しており、
最高の病院になるための強固な土台ができたと思われる。
